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事業実施年度
	
○○　　年度

	

被害防止計画


	
作成年度
	
○○　　年度

	
	
目標年度

	
○○　　年度







福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事業実施計画（実績報告）












事業実施主体名：



市町村名：



事業実施地区：

Ⅰ　事業実施の方針

１　事業実施地区における鳥獣被害の現状と課題
	








　注）事業実施地区における生産、経営、鳥獣被害に係る現状と課題について、数値等も交えて、具体的に記述すること。

２　課題を解決するための対応方針
	








　　注）１の課題に対応させて記述すること

３　事業の目的及び目標
	








　　注）事業実施の目的及び２の方針に従って、具体的目標等を記述すること。

４　事業の計画（又は成果）の概要
	









　　注）①推進体制の整備、②有害捕獲、③被害防除、④生息管理を組み合わせることの背景、ねらい及び効果等についても記述すること。


５　事業実施体制
（１）協議会の概要
	
協議会の名称及び
設立年月日
	
構成機関・団体等
の名称
	
役割分担内容

	
備考


	




	




	




	






　　注）協議会の規約、役員名簿、組織図等事業実施の体制が分かる資料を添付すること。

（２）専門家等の連携
	
専門家等の氏名
	
所属・専門分野
	
実施内容
	
備考

	




	




	




	







Ⅱ　地域の状況

１　計画の作成状況
（１）被害防止計画の作成状況
	鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（平成19年法律第134号）第４条の規定に基づく被害防止計画の作成
	




	上記以外の被害防止計画の作成
	




　　注）被害防止計画の作成状況について、該当する区分に○印を記入すること。

（２）被害防止計画の概要
	










　　注）鳥獣被害防止計画における対象地域での取組事項、内容等の要点を記入すること。


（３）被害防止計画の目標（又は実績）
	

対象鳥獣




	
被害金額の目標（又は実績）
	
被害面積の目標（又は実績）

	
	
現状値
（○年度）
（万円）
(A)
	
目標値
（○年度）
（万円）
(B)
	
軽減率

（％）
((A-B)/A)
	
現状値
（○年度）
（ha）
(C)
	
目標値
（○年度）
（ha）
(D)
	
軽減率

（％）
((C-D)/C)

	

	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）１　計画申請の際には、現状値及び目標値の○年度は、被害防止計画の年　　　　　　　度を記入し、その数値を記入すること。
  　　　２　実績報告の際には、現状値の○年度は、事業実施年度とし、その数値　　　　　　　を記入すること。
なお、数値が確定していない場合は、暫定値である旨を記載すること。


（４）他の施策との関連状況
	
６次産業化の推進に関する施策
	


	
経営所得安定対策に関する施策
	


	
中山間地農業ルネッサンス事業に関する施策
	


	
荒廃農地等利活用促進に関する施策
	


	
多面的機能支払交付金に関する施策
	


	
中山間地域等直接支払交付金に関する施策
	


	
中山間地域所得確保対策事業に関する施策
	


	
森林整備事業に関する施策
	


	
内水面漁場・資源管理総合対策事業に関する施策
	


	
有害生物漁業被害防止総合対策事業に関する施策
	


	
国土強靭化地域計画に基づく国土強靭化に関する施策
	




　　注）事業実施地区において鳥獣被害防止総合支援事業の実施に当たって、上記に掲げる施策との関連及び活用がある場合は、○印を記入すること。  

（５）近隣市町村等との連携
	







Ⅲ　事業の内容及び計画(又は実績)の詳細

１　事業の内容及び取組区分
	
事業の内容
	
取組区分

	


	




  注）１　事業計画(又は実績）の内容については、推進事業と整備事業が一体の場合に　　　　　は１、推進事業の場合には２、整備事業の場合には３を記入する。
　　　２　取組区分欄には、新規事業実施主体の取組は「１」、実施隊の取組は「２」を記入する。上記に該当しない場合は、記入不要。


２　実施隊の設置状況
	
設置（予定）年月日
	
捕獲有資格者の有無
	
 捕獲有資格者の人数

	


	


	




　注）捕獲有資格者の有無欄は、捕獲有資格者がいる場合は「○」、いない場合は「×」　　を記入する。上記に該当しない場合は、記入不要。


３　推進事業の内容
（１）鳥獣被害防止総合支援事業
　　ア　被害防止活動推進
　　（ア）推進体制の整備に関する実施計画（又は実績）
	
開催年月日
	
会議名
	
内容
	
事業費
	
交付金
	
自己資金
	
備考

	（定額）


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	




　　注）協議会等の活動について記入すること。



　　（イ）有害捕獲に関する実施計画（又は実績）  
　　　　ａ　狩猟免許の取得
	
所属機関
の名称
	
免許の
種類
	
取得
人数
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	


	円

	円

	円


	



	(1/2以内)

	


	


	


	


	


	


	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	


	




                     　

　　　　ｂ　有害捕獲に関する事項
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）


	


	


	


	
円

	
円

	
円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




注）箱わなの導入時においては、防錆使用（亜鉛メッキ）の他、捕獲の対象となる獣種毎に以下と同等以上の機能を有するものとする。また、必要に応じて捕獲環境や捕獲従事者の安全面を考慮した箱わなの導入を行うものとする。
・イノシシ、シカ、クマを対象獣種とする場合は、最小目幅10cm以下、φ５以上とする。
・サルを対象獣種とする場合は、最小目幅7.5cm以上、φ３以上とする。
・アライグマ、ハクビシン、ヌートリア等を対象とする場合は、最小目幅5cm以下、φ1.6以上とする。


　　（ウ）被害防除に関する実施計画（又は実績）
　　　　ａ　現場技術指導者の育成
	
所属機関の
名称
	
育成人数

	
実施
時期
	
内　容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




　


　　　　ｂ　被害防除に関する事項
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）


	

	


	

	円
	円
	円
	


	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	

	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
計

	


	


	


	


	


	


	






　　（エ）　生息環境管理に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）

	


	


	


	


	


	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	






　　（オ）　サル複合対策に関する実施計画（又は実績）
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	円

	円

	円

	



	
   計

	


	


	


	


	


	




  　 注）当該交付金を活用しない取組がある場合は、その取組を備考欄に記入すること。



　　（カ）　他地域人材活用に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	
計

	


	


	


	


	


	


	






　　（キ）　ICT等新技術の活用に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




　　注）市町村が作成する被害防止計画に定める獣種を対象とし、被害低減に確実に結びつくICT（情報通信技術）等機材を活用した生息状況調査、捕獲活動、追い払い、侵入防止及び生息環境管理の取り組みの中から２つ以上の取り組みをパッケージとして効果的に組み合わせて行うものとする。



　　イ　実施隊特定活動
　　（ア）　大規模緩衝帯整備に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	



	

	

	

	円
	円
	円
	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




    注）内容の欄には整備内容・規模（ha）、伐採率等を記し、整備範囲、農地等の防止対策区域が判るような地図、規模決定根拠となる資料、管理規定等を添付すること。



　　（イ）　誘導捕獲柵わなの導入に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	

	

	

	

	円


	円

	円

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




注）整備内容、設置場所の規模（設置数）、仕様図など決定根拠となる資料、管理規定等を添付すること。



　　ウ　ＩＣＴ等新技術の実証に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	

	


	


	


	円


	円


	円


	


	
計

	


	


	


	


	


	


	







　　エ　農業者団体等民間団体被害防止活動に関する実施計画（又は実績）         
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	（有害捕獲）
	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	（被害防除）
	


	

	

	

	

	

	

	

	（生息環境管理）
	


	

	

	

	

	

	

	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	








オ　鳥獣被害対策実施隊体制強化に関する実施計画（又は実績） 
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


注）ＯＪＴ研修指導者、研修対象者、研修の詳細がわかる計画（実績）等を添付し、鳥獣被害防止対策実施隊の活動時間と重複していないことを確認すること。


カ　捕獲サポート体制の構築に関する実施計画（又は実績） 
	
対象
鳥獣
	
構成人数
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


注）活動内容ごとに参加者名簿を作成し、添付すること。


キ　重点捕獲対策強化に関する実施計画（又は実績） 
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


注）国実施要領別記１第２の１（15）に基づき、イノシシ・ニホンジカ（幼獣を除く）の過去５か年度の上半期（４～９月まで）有害捕獲頭数（実績時には併せて捕獲実績）の一覧表を添付する。


ク　放射性物質影響地域のジビエ利活用推進に関する実施計画（又は実績）
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	




（２）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の内容
緊急捕獲活動の取組内容
	

対象鳥獣


	

実施時期


	①有害捕獲


	
	
	捕獲頭数
     (頭)

	食肉利用等仕向けの有無
	上限単価(円/頭)

	補助金額(円)

	捕獲個体を搬入確認する食肉利用等施設の名称及び所在地

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計

	

	

	

	

	

	


	

	


対象鳥獣


	①有害捕獲

	
	捕獲頭数の増加に応じた加算

	
	（ア）捕獲係数1.0超～1.5以下
	（イ）捕獲係数1.5超

	
	捕獲頭数
（頭）
	加算措置
（円/頭）
	補助金額
（円）
	捕獲頭数
（頭）
	加算措置
（円/頭）
	補助金額
（円）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	





	


対象鳥獣


	②捕獲個体処理


	
	
埋設


	
埋設を行う
施設及び所
在地
	
焼却


	
焼却を行う
施設及び所
在地
	
補助金額
（円）


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	




	
対象鳥獣

	③事務費（現地確認）
	合計（①+②+③）
	
単価調整等の方法

	
捕獲計画の設定根拠

	
	実施内容
  の概要
	補助金額
    (円)
	補助金額
           (円)
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	




	１頭あたりの補助金額
	補助金額合計

	県による補助金（④）

	市町村による報奨金
（⑤）

	合計報奨金額
（⑥）

	都道府県による補助金（合計）
⑦（＝捕獲頭数×④）
	市町村による報奨金（合計）
⑧（＝捕獲頭
数×⑤）
	報奨金額総計
⑨（＝⑦＋⑧）



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	



注）１　食肉利用等仕向けの有無の欄は、食肉処理等のために施設において搬入確認を行う場合は○を、原子力災害対策特別措置法に基づく野生鳥獣肉の摂取制限
又は出荷制限が指示されている地域におけるシカ、イノシシ（幼獣を除く）及び
福島県におけるシカ（幼獣を除く）においては△を、それ以外は×を記載するこ
と。
　　２　捕獲頭数の増加に応じた加算の欄は、国実施要領別記３第３の２に基づき算出した頭数、金額を記載し、算出表を添付すること。
　　３　単価調整等の方法の欄は、効率的に捕獲を実施するための単価の設定及び調整等の方法について、協議会又は市町村（協議会の構成員に限る。）ごとに記載すること。
４　捕獲計画の設定根拠の欄については、イノシシ、ニホンジカ、サルの成獣の場合のみ記載することとし、鳥獣の生息状況、農作物の被害状況、実施隊の設置状況、交付金等を活用した鳥獣被害対策実施隊の体制強化や捕獲技術の高度化に向けた取り組み状況、近年の捕獲状況、捕獲の効率化の取組状況、柵の設置状況や捕獲に資する柵としての活用状況等を勘案した上で、鳥獣ごとに記載すること。


４　整備事業の内容
（１）施設整備地域の地域指定状況
	

市町村名

	

整備地域

	
中山間地に該当するか否か
	
地域指定状況
	

備考


	
	
	
	
山村
	
過疎
	
特農
	
半島
	
離島
	

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）１　中山間地に該当するか否かの欄は、５法指定地域のほか豪雪地帯対策特別措置法第２条第２項に基づき指定された特別豪雪地帯、旧急傾斜地帯農業振興臨時特別措置法第３条に基づき指定された地域又は受益地内の傾斜が平均15度以上の地域、「農林統計に用いる地域区分の制定について」（平成13年11月30日付け19統計第956号）において中間農業地域又は山間農業地域に分類されている地域のいずれかの地域に該当する場合は、○印を記入すること。
２　施設を整備する対象地域における地域の指定状況について、該当する区分欄に○印を記入すること。


（２）侵入防止柵等整備の現状及び計画（又は実績）
	
区分


	
対象
鳥獣

	
整備済
面積及び事業量
(A)
	
要整備
面積及び事業量
(B)
	
整備計画
（実施）
面積及び事業量
(C)
	
整備予定
(実施)率
(A+C)/（A+B)
	
備考



	
侵入防止柵


	



	
ha

m(総延長)
	
ha

m(総延長)
	
ha

m(総延長)
	
％


	





　　注）整備計画面積欄には、要整備面積のうち当該年度において施設の整備を計画している面積を記入すること。


（３）鳥獣被害防止施設の整備計画（又は実績）
	
対象
鳥獣





	
整備地域（地区名）




	
施設（柵）
の種類




	
整備延長





	
受益戸数及び面積




	
事業費




	
交付金






	
自己資金





	
交付率






	電気柵を設置する場合の安全確認の有無（実績のみ）

	



	



	



	ｍ



	戸、ha

	円



	円



	円



	％



	




	
計

	


	


	


	


	


	


	


	



	



	一体的に整備する捕獲機材の内容
	種類、個数等


	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	




　注）１　侵入防止柵の整備については、被害防除効果を低下させる要因である対象鳥獣の特性による侵入（飛び越え、樹木を介した侵入）を防止することが可能な設置位置とすること。また、侵入防止策の種類ごとに以下と同等以上の機能を有するものとし、ネット柵、ワイヤーメッシュ柵、金網柵については、地際の補強等を実施すること。
・電気柵については、支柱間隔を４ｍ以下とし、凹凸部や傾斜部は地面との隙間ができない支柱間隔とする。
・ネット柵については、鳥獣による噛み切り等を防止するステンレスが編み込まれたネット又はそれに対応した強度を有するネットとする。
・ワイヤーメッシュ柵については、金網の径をφ５mm以上とし、防錆仕様（亜鉛メッキ等）とする。
・金網柵については、金網の径をφ２mm以上とし、防錆仕様（亜鉛メッキ等）とする。
なお、設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、施工図、実施設計書、自力施工の場合は実施体制図、維持管理計画（管理・利用規程）等を添付すること。
　　　２「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を整備地域（地区）ごとに添付すること。
３　ＩＣＴを活用した箱わな等の捕獲機材又はその他の被害を及ぼす鳥獣の効率的な捕獲に資する捕獲機材を一体的に整備し（又は整備した）、その内容を捕獲機材の内容の欄に記載すること。
４　国実施要領に基づき、電気柵を設置する場合の安全性を確認すること。
５　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（４）鳥獣防止施設の再編整備計画（又は実績）
ア　既存施設の概要
	整備地域
	造成年度
	施設の構造等
	財産台帳の整備状況

	
	
	
	



イ　再編整備計画
	整備地域
	
対象
鳥獣

	
受益戸数及び面積
	
実施内容
	
事業費

	負担区分

	
	
	
	
	
	
交付金
	
県費
	自己資金
	交付率

	
	
	戸、ha
	
	円

	　　円

	　　円

	　　円

	　　％


	一体的に整備する捕獲機材の内容
	種類、個数等




	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	




	新規整備の経済性の評価
	再編整備の経済性の評価

	


	





注）１　侵入防止柵等の被害防止施設の設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、
　　　　施工図、実施設計書、自力施工の場合は実施体制図、維持管理計画（管理・利用規程）、費用対効果分析等を添付すること。
　　　２　受益戸数は既存施設造政時の受益戸数を基本とする。
　　　３　受益面積が再編整備により変更となる場合には、その面積を記載するものとし、基本的に費用対効果分析に使用する受益面積とする。
４　国実施要領第２　1（19）に基づき、各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。
　　

（５）処理加工施設（食肉利用等施設・焼却施設）の整備計画（又は実績）
	
対象
鳥獣



	
整備
地域



	
受益戸数・
処理量及び
施設規模


	
実施内容



	
事業費



	
交付金



	
自己
資金



	
交付率




	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	
備考





	


	


	戸、頭、㎡

	


	円

	円

	円

	％

	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　注）１　施設の設置場所、対象範囲が分かるような地図及び規模決定根拠となる資料等を添付すること。
　　　２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（６）　捕獲技術高度化施設の整備計画（又は実績）                               
	








 　


	
対象
鳥獣



	
整備
地域



	
受益戸数・
使用回数・
使用人数・
施設規模

	
施設所有者・施設管理者

	
実施内容



	
事業費



	
交付金



	
自己
資金



	
交付率



	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）

	
備考
 
 
 


	
	



	



	戸、回/年、
のべ人/年、
㎡

	



	



	 円

	 円

	 円

	　％

	



	
 
 
 

	
	
 計

	


	


	


	


	


	


	


	


	


	
 



注）１　設置場所、施設の平面図（機材等）、設備の概要及び規模決定根拠となる資料等を添付すること。
 　 ２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。

（７）地域提案施設の整備計画（又は実績）
	
対象
鳥獣



	
整備
地域



	
受益戸数・面積及び
規模等


	
実施内容



	
事業費



	
交付金



	
自己
資金



	
交付率




	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）

	
備考





	



	



	戸、ha、頭、ｍ、㎡等

	



	円


	円


	円


	％


	



	




	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　注）１　施設の設置場所が分かる地図等を添付すること。
　　　２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


５　イノシシ等有害捕獲促進事業の内容
（１）イノシシ等有害捕獲の実施計画（又は実績）
	
対象鳥獣

	
実施時期

	①有害捕獲

	
	
	捕獲頭数
   　   (頭)
	上限単価
(円/頭)
	補助金額
(円)

	
イノシシ（成獣）
	

	

	

	


	
イノシシ（幼獣）
	

	

	

	


	
ニホンジカ（成獣）
	

	

	

	


	
ニホンジカ（幼獣）
	

	

	

	


	
計
	

	

	

	





（２）新技術を活用したイノシシ等有害捕獲捕獲の実施計画（又は実績）
	対象鳥獣
	実施地域
	実施時期
	内容
	事業費
(円)
	補助金額
(円)
	自己資金
(円)

	


	
	
	





	
	
	


　注）内容は、活用する新技術、実施規模（面積等）、実施する内容について記載する。



（３）イノシシ等被害防止施設等整備の実施計画（又は実績）
ア　鳥獣被害防止施設
	
整備地域
（地区名）




	
施設（柵）
の種類




	
整備延長





	
受益戸数及び面積




	
事業費
	
補助金額





	
自己資金
	
電気柵を設置する場合の安全確認の有無
（実績のみ）


	

	

	ｍ

	戸、ha

	円


	円

	円


	


	
計

	
	
	
	
	
	
	

	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	




　注）１　侵入防止柵の整備については、被害防除効果を低下させる要因である対象鳥獣の特性による侵入（飛び越え、樹木を介した侵入）を防止することが可能な設置位置とすること。また、侵入防止策の種類ごとに以下と同等以上の機能を有するものとし、ネット柵、ワイヤーメッシュ柵、金網柵については、地際の補強等を実施する。
・電気柵については、支柱間隔を４ｍ以下とし、凹凸部や傾斜部は地面との隙間ができない支柱間隔とする。
・ネット柵については、鳥獣による噛み切り等を防止するステンレスが編み込まれたネット又はそれに対応した強度を有するネットとする。
・ワイヤーメッシュ柵については、金網の径をφ５mm以上とし、防錆仕様（亜鉛メッキ等）とする。
・金網柵については、金網の径をφ２mm以上とし、防錆仕様（亜鉛メッキ等）とする。
なお、侵入防止柵等の被害防止施設の設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、施工図、実施設計書、実施体制図、維持管理計画（管理・利用規程）等を添付すること。
　　　２「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を整備地域（地区）ごとに添付すること。
３　国実施要領に準じて、ＩＣＴを活用した箱わな等の捕獲機材又はその他の被害を及ぼす鳥獣の効率的な捕獲に資する捕獲機材を一体的に整備し、電気柵を設置する場合の安全性を確認すること。
　　　４　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。

イ　生息環境管理
	
対象
地域

	
実施
時期

	
内容


	
補助金額


	
 概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）

	


	

	

	
円
	


	
計

	


	


	


	




　注）１　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。




































Ⅳ　経費の配分及び負担区分
	区分
	事業に要する経費
(又は要した経費)
(A)＋(B)＋(C)
	負担区分
	備考

	
	
	交付金
	自己資金
(C)
	

	
	
	国庫(A)
	県費(B)
	
	

	鳥獣被害防止総合対策交付金
１　推進事業            
(1) 鳥獣被害防止総合支援事業
　ア　被害防止活動推進
　(ア)推進体制の整備
(イ)有害捕獲
　(ウ)被害防除
　(エ)生息環境管理
　(オ)サル複合対策
　(カ)他地域人材活用 
　(キ)ICT等新技術の活用
　イ　実施隊特定活動       
　(ア)大規模緩衝帯整備    
　(イ)誘導捕獲柵わな整備
　ウ　ICT等新技術実証
　エ　農業者団体等民間団体被害防止活動  
オ　鳥獣被害対策実施隊体制強化
カ　捕獲サポート体制の構築
キ　重点捕獲対策強化
ク　放射性物質影響地域のジビエ利活用推進
(2)鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業
２　整備事業            
(1) 鳥獣被害防止施設
ア　新規整備
イ　再編整備
(2)処理加工施設          
　ア　食肉利用等施設    
　イ　焼却施設
(3)捕獲技術高度化施設     
(4)地域提案
	

























	

























	

























	

























	


























	   　　小計
	
	
	
	
	

	イノシシ等有害捕獲促進事業
１　イノシシ等有害捕獲
２　新技術を活用したイノシシ等有害捕獲促進
３　イノシシ等被害防止施設等整備
(1)鳥獣被害防止施設
(2)生息環境管理
	





	





	





	





	






	     小計
	
	
	
	
	

	    合　　計
	
	
	
	
	


Ⅴ　事業完了予定（又は完了）　　　　年　　月　　日

Ⅵ　収支予算（又は精算）
１　収入の部
	
区分

	本年度予算額
(又は本年度
精算額)
	前年度予算額
(又は本年度
予算額)
	比較増減
	備考



	
	
	
	
増
	
減
	

	鳥獣被害防止総合対策交付金
１　推進事業            
(2) 鳥獣被害防止総合支援事業
　ア　被害防止活動推進
　(ア)推進体制の整備
(イ)有害捕獲
　(ウ)被害防除
　(エ)生息環境管理
　(オ)サル複合対策
　(カ)他地域人材活用 
　(キ)ICT等新技術の活用
　イ　実施隊特定活動       
　(ア)大規模緩衝帯整備    
　(イ)誘導捕獲柵わな整備
　ウ　ICT等新技術実証
　エ　農業者団体等民間団体被害防止活動  
オ　鳥獣被害対策実施隊体制強化
カ　捕獲サポート体制の構築
キ　重点捕獲対策強化
ク　放射性物質影響地域のジビエ利活用推進
(2)鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業
２　整備事業            
(2) 鳥獣被害防止施設
ア　新規整備
イ　再編整備
(2)処理加工施設          
　ア　食肉利用等施設    
　イ　焼却施設
(3)捕獲技術高度化施設     
(4)地域提案
	


























	


























	


























	


























	



























	    　小計
	
	
	
	
	

	イノシシ等有害捕獲促進事業
１　イノシシ等有害捕獲
２　新技術を活用したイノシシ等有害捕獲促進
３　イノシシ等被害防止施設等整備
(1)鳥獣被害防止施設
(2)生息環境管理　
３　自己資金
	





	





	





	





	






	    　小計
	
	
	
	
	

	合　　計　　　　　
	
	
	
	
	


　　注）区分欄には、必要に応じて積算内訳を記載する。

２　支出の部
	
区分

	本年度予算額
(又は本年度
精算額)
	前年度予算額
(又は本年度
予算額)
	比較増減
	備考



	
	
	
	
増
	
減
	

	鳥獣被害防止総合対策交付金
１　推進事業            
(3) 鳥獣被害防止総合支援事業
　ア　被害防止活動推進
　(ア)推進体制の整備
(イ)有害捕獲
　(ウ)被害防除
　(エ)生息環境管理
　(オ)サル複合対策
　(カ)他地域人材活用 
　(キ)ICT等新技術の活用
　イ　実施隊特定活動       
　(ア)大規模緩衝帯整備    
　(イ)誘導捕獲柵わな整備
　ウ　ICT等新技術実証
　エ　農業者団体等民間団体被害防止活動  
オ　鳥獣被害対策実施隊体制強化
カ　捕獲サポート体制の構築
キ　重点捕獲対策強化
ク　放射性物質影響地域のジビエ利活用推進
(2)鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業
２　整備事業            
(3) 鳥獣被害防止施設
ア　新規整備
イ　再編整備
(2)処理加工施設          
　ア　食肉利用等施設    
　イ　焼却施設
(3)捕獲技術高度化施設     
(4)地域提案
	


























	


























	


























	


























	



























	    　小計
	
	
	
	
	

	イノシシ等有害捕獲促進事業
１　イノシシ等有害捕獲
２　新技術を活用したイノシシ等有害捕獲促進
３　イノシシ等被害防止施設等整備
(1)鳥獣被害防止施設
(2)生息環境管理
	





	





	





	





	






	    　小計
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	


　　注）区分欄には、必要に応じて積算内訳を記載する。

Ⅶ　添付書類
１　規約、定款、寄付行為等及び収支予算（又は収支決算）
２  交付申請書にあっては実施設計書及び予算書の写し又は予算に関する確約書（ただし、実施設計書を事業実施計画書に添付している場合は省略できる。）
３　関係団体へ委託する場合は、その委託契約書（案）（又は写し）
４　実績報告の際は、支払経費ごとの内訳を記載した帳簿等の写し
５　実績報告書にあっては出来高設計書（ただし、最終変更設計書（変更がない場合は当初実施設計書）と一致する場合は、一致することが証明できる書面をもって代えることができる。）及び財産管理台帳の写し
６　その他必要な書類
　　注）軽微な変更があった場合においては、計画承認がなされた計画を容易に比較できるよう二段書きとし、変更前を上段（　　）書きとすること。

第２号様式（第２の１関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長経由）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の事業実施計画（変更）承認申請書
　福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第２の１の規定に基づき、下記のとおり承認申請します。
記
１　事業実施主体名
２　事業実施計画　　　別紙のとおり（※第１号様式を添付すること）

　　注）第１号様式の他に鳥獣被害防止計画、協議会規約、役員名簿、組織図、総会資料（予算、事業計画）等事業実施の体制が分かる資料を添付すること。

































第３号様式（第２の３関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
直接交付事業者の長
                    様
市町村長等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県知事

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の事業実施計画（変更）の
承認について（通知）
　○○年○月○日付け○○第○号にて申請ありましたこのことについては、福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第２の３の規定に基づき、下記の事業について承認します。
記
１　事業実施主体名

２　交付金目名

３　政策目的

４　県事業名

５　県小事業名


第４号様式（第２の５関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事　様
　（福島県○○農林事務所長経由）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

　　　　令和〇年度イノシシ等有害捕獲促進事業（うちイノシシ等被害防止施設等整備
の鳥獣被害防止施設）の上限単価について
　このことについて、福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第２の５の規定に基づき、関係書類を添えて協議する。

（注）第１号様式及び知事が別に定める資料を添付すること。




































第５号様式の１（第３の１関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　○○農林事務所長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農林水産部長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の割当内示について
　このことについて、下記のとおり割当内示をしますので、事業執行については、適正に処理されるよう願います。
記
	
交付金目名
政策目的
（県事業名）
（県小事業名）
【事業実施主体名】
	


既内示額


	


今回内示額


	


計



	





	





	





	






	
合計

	


	


	





第５号様式の２（第３の２関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　直接交付事業者の長
　　　　　　　　　　　 様
　市町村長等
                                                  福島県農林水産部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島県○○農林事務所長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の割当内示について（通知）
　このことについて、下記のとおり交付金が交付される見込みなので、福島県鳥獣被害防止総合対策交付金交付要綱第３条（変更の場合は「第５条」）の規定に基づき交付金交付申請書（第１号様式）（変更の場合は交付金変更承認申請書（第２号様式））を提出してください。
記
１
	
交付金目名
政策目的
（県事業名）
（県小事業名）
【事業実施主体名】
	


既割当内示額


	


今回割当内示額


	


合計割当内示額


	


備考



	





	





	





	





	

	
合計

	


	


	


	


２　提出期限　　　　年　　月　　日

第６号様式（第５関係）
交付決定通知の書例

　福島県指令（課名又は所名の約字）第○○号
　　　　　　　　　　　　　　　　　交付事業者名（住　所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）
　○○　年　月　日付け第号で申請のあった○○　　年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金については、福島県補助金等の交付等に関する規則（昭和４５年福島県規則第１０７号。以下「規則」という。）第５条の規定により、次のとおり（又は次のとおり修正の上）交付することに決定したので、同規則第７条の規定により通知する。

　　○○　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福　島　県　知　事
  　　                                                 ○○○○　　印
                                           福島県○○農林事務所長
〔交付事業の目的及び内容〕
（申請どおり決定する場合）
　１　交付金の交付の対象となる事業は、○○　　年　月　　日第　　号で申請（以下「申請書」という。）のあった鳥獣被害防止総合対策交付金とし、その内容については、申請書の交付事業の内容欄記載のとおりとする。
（修正決定する場合）
　１　交付金の交付の対象となる事業は、○○　　年　　月　　日第　　号で申請（以下「申請書」という。）のあった鳥獣被害防止総合対策交付金とし、その内容については、下記のとおり修正するほか申請書の交付事業の内容欄記載のとおりとする。

〔交付事業に要する経費、交付金の額及び交付金の額の変更の権限留保〕
　２　交付事業に要する経費及び交付金の額は、次のとおりである。ただし、交付事業の内容が変更された場合における交付事業に要する経費及び交付金の額については、別に通知するところによるものとする。
　　　（国の交付金の目名）○○○○○交付金
　　　　交付事業に要する経費　　金　　　　　　　　円
　　　　交付金の額　　　　　　　金　　　　　　　　円

〔経費の配分〕
（申請どおり決定する場合）
　３　交付事業に要する経費の配分及びこの配分された経費の額に対応する交付金の額の区分は、申請書の経費の配分欄記載のとおりとする。
（修正決定する場合）
　３　交付事業に要する経費の配分及びこの配分された経費の額に対応する交付金の額の区分は、次のとおりである。
　　　　区分　　　交付事業に要する経費　　　　　　　　交付金額
　　　○○○費　　　　　　　　○○○円　　　　　　　　○○○円
　　　○○○費　　　　　　　　○○○円　　　　　　　　○○○円
　　　○○○費　　　　　　　　○○○円　　　　　　　　○○○円


〔額の確定〕
（直接交付事業の場合）
　４　交付金の額の確定は、交付対象事業費の実績額に、交付要綱別表に定める各経費に対応する交付率を乗じて得た額と前記３の区分ごとの交付金の額（変更された場合には変更された額とする。）とのいずれか低い額の合計額とする。
（間接交付事業の場合）
　４　交付金の額の確定は、前記３の区分ごとの間接交付事業に要した実績額に交付要綱別表に定める各経費に対応する交付率を乗じて得た額と前記３の区分ごとの交付金の額（変更された場合には変更された額とする。）とのいずれか低い額の合計額とする。

〔交付条件〕
〔交付関係を規制する要綱等の引用〕
　５　交付事業者は、別表に掲げる法令等に従わなければならない。
　６　交付金交付の条件は、前記５に定めるもののほか次のとおりとする。
　（１）交付事業者は、次の各号の一に掲げる場合には、あらかじめ知事（又は農林事務所長）の承認を受けなければならない。
　　　ア　交付事業に要する経費の配分の変更（交付要綱で定める軽微な変更を除く。）をしようとする場合
　　　イ　交付事業の内容の変更（交付要綱で定める軽微な変更を除く。）をしようとする場合
　　　ウ　交付事業を中止し、又は廃止しようとする場合
　（２）交付事業者は、交付事業が予定の期間内に完了しない場合又は交付事業の遂行が困難となった場合においては、すみやかに知事（又は農林事務所長）に報告してその指示を受けなければならない。

（直接交付事業の場合）
（交付事業者が地方公共団体である場合）
　（３）交付事業者は、交付要綱第１２条第１項により、当該交付事業等に係る国の交付金等と当該交付事業等に係る当該地方公共団体の予算及び決算との関係を明らかにした交付金調書（別記様式１）を作成してこれを保管し、交付事業終了の翌年度から起算して５ヵ年間整備保管しなければならない。ただし、交付事業により取得し又は効用の増加した財産で処分制限期間を経過しない場合においては、交付要綱第１２条第２項の財産管理台帳（別記様式２）及びその他関係書類を整備保管しなければならない。
（交付事業者が地方公共団体以外の者である場合）
　（３）交付事業者は、交付要綱第１２条第１項により、この交付金に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、かつ当該収入及び支出について証拠書類を、交付事業終了の翌年度から起算して５ヵ年間整備保管しなければならない。ただし、交付事業により取得し又は効用の増加した財産で処分制限期間を経過しない場合においては、交付要綱第１２条第２項の財産管理台帳（別記様式２）及びその他関係書類を整備保管しなければならない。
（消費税仕入控除税額が明らかでないため、消費税相当額を含めて交付決定を行う場合）
　（４）交付事業者は、交付金の交付を申請するに当たって、当該交付金に係る仕入れに係る消費税等相当額（交付対象経費に含まれる消費税等相当額のうち、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）に規定する仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額と当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）に規定する地方消費税率を乗じて得た金額との合計額に交付率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）が明らかでないため、消費税等相当額を含めて申請した場合については、次の条件に従わなければならない。
　　　ア　交付事業者は、実績報告を行うに当たって、当該交付金に係る仕入れに係る消費税額相当額が明らかになった場合には、これを交付金額から減額して報告しなければならない。
　　　イ　交付事業者は、実績報告の提出後に、消費税及び地方消費税の申告により当該交付金に係る仕入れに係る消費税相当額が確定した場合には、その金額（実績報告において前記アにより減額した場合にあっては、その金額が減じた額を上回る部分の金額）を交付要綱第９条第２項により速やかに知事（又は農林事務所長）に報告するとともに、当該金額を県に返還しなければならない。
（財産の善良なる管理者の注意及び処分制限の条件を付する場合）
　（５）交付事業者は、交付事業により取得し又は効用の増加した財産については、事業完了後においても善良なる管理者の注意をもって管理するとともに、交付金交付の目的に従って、その効率的な運営を図らなければならない。
　（６）前号の財産のうち１件当たりの取得価格５０万円以上の財産について、「減価償却資産の耐用年数に関する省令」（昭和４０年大蔵省令第１５号。以下「大蔵省令」という。）に定められている財産については、大蔵省令に定められている耐用年数に相当する期間（ただし、大蔵省令に定めのない財産については、農林水産大臣が別に定める期間）においては、知事の承認を受けないで、交付金交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸付け又は担保に供してはならない。ただし、交付事業を行うに当たって、交付対象物件を担保に供し、自己資金の全部又は一部を国が行っている制度融資から融資を受ける場合であって、かつ、その内容（金融機関名、制度融資名、融資を受けようとする金額、償還年数、その他必要な事項）を交付金交付申請書に記載している場合は、知事の承認を受けたものとする。
　（７）交付事業者が前号により承認を得て財産を処分したことにより、収入があったときは、当該収入の全部又は一部を知事に納付させることがある。
〔申請の取り下げのできる期日〕
　（８）交付要綱第６条の規定に基づき、交付事業者が申請の取り下げのできる期日は、交付決定の通知を受理した日から起算して１５日を経過した日までとする。

（間接交付事業の場合）
　７　交付事業者は、概算払いにより間接交付金に係る交付金の交付を受けた場合においては、当該概算払を受けた交付金の額を遅滞なく間接交付事業者に交付しなければならない。
　８　交付事業者は、間接交付事業者が間接交付事業により取得し又は効用の増加した財産について、その実態を十分把握するように努め、当該財産が適正に管理運営されるよう指導しなければならない。
　９　交付金交付の条件は、前記５、６に定めるもののほか、次のとおりとする。
　（１）交付事業者は、間接交付金の交付に際しては、間接交付事業者に対し、次に掲げる条件を付さなければならない。
　　　ア　別表に掲げる法令等に従うべきこと。
　　　イ　間接交付事業者は、次の各号の一に掲げる場合には、あらかじめ交付事業者の承認を受けなければならない。
　　　（ア）間接交付事業に要する経費の配分を変更（交付要綱で定める軽微な変更を除く。）しようとする場合
　　　（イ）間接交付事業の内容を変更（交付要綱で定める軽微な変更を除く。）しようとする場合
　　　（ウ）間接交付事業を中止し、又は廃止しようとする場合
　　　ウ　間接交付事業者は、間接交付事業が予定の期間内に完了しない場合又は間接交付事業の遂行が困難となった場合においては、すみやかに交付事業者に報告してその指示を受けなければならない。
（間接交付事業者が地方公共団体以外の者である場合）
　　　エ　間接交付事業者は、交付要綱第１２条第１項により、この交付金に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、かつ当該収入及び支出について証拠書類を、交付事業終了の翌年度から起算して５ヵ年間整備保管しなければならない。ただし、間接交付事業により取得し又は効用の増加した財産で処分制限期間を経過しない場合においては、交付要綱第１２条第２項の財産管理台帳（別記様式２）及びその他関係書類を整備保管しなければならない。
（消費税仕入控除税額が明らかでないため、消費税相当額を含めて交付決定を行う場合）
　　　オ　間接交付事業者は、交付金の交付を申請するに当たって、当該交付金に係る仕入れに係る消費税等相当額（交付対象経費に含まれる消費税等相当額のうち、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）に規定する仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額と当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）に規定する地方消費税率を乗じて得た金額との合計額に交付率を乗じて得た金額をいう。以下同じ。）が明らかでないため、消費税等相当額を含めて申請した場合については、次の条件に従わなければならない。
　　　（ア）間接交付事業者は実績報告を行うに当たって、当該交付金に係る仕入れに係る消費税額相当額が明らかになった場合には、これを交付金額から減額して報告しなければならない。
　　　（イ）間接交付事業者は、実績報告の提出後に、消費税及び地方消費税の申告により当該交付金に係る仕入れに係る消費税相当額が確定した場合には、その金額（実績報告において前記（ア）により減額した場合にあっては、その金額が減じた額を上回る部分の金額）を交付要綱第９条第２項により速やかに交付事業者に報告するとともに、交付事業者の返還命令を受けて、これを返還しなければならない。
（財産の善良なる管理者の注意及び処分制限の条件を付する場合）
　　　カ　間接交付事業者は、間接交付事業により取得し又は効用の増加した財産については、事業完了後においても善良なる管理者の注意をもって管理するとともに、交付金交付の目的に従って、その効率的な運営を図らなればならない。
　　　キ　前号の財産のうち１件当たりの取得価格５０万円以上の財産について、「減価償却資産の耐用年数に関する省令」（昭和４０年大蔵省令第１５号。以下「大蔵省令」という。）に定められている財産については、大蔵省令に定められている耐用年数に相当する期間（ただし、大蔵省令に定めのない財産については、農林水産大臣が別に定める期間）においては、知事の承認を受けないで、交付金交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸付け又は担保に供してはならない。ただし、間接交付事業を行うに当たって、交付対象物件を担保に供し、自己資金の全部又は一部を国が行っている制度融資から融資を受ける場合であって、かつ、その内容（金融機関名、制度融資名、融資を受けようとする金額、償還年数、その他必要な事項）が交付金交付申請書に記載している場合は、交付事業者の承認を受けたものとする。
　　　ク　間接交付事業者が前号により承認を得て財産を処分したことにより、収入があったときは、当該収入の全部又は一部を交付事業者に納付させることがある。

（別表）

	法令等名
	年月日番号等
	備考

	農林畜水産業関係補助金等交付規則

	昭和３１年４月３０日
農林省令第１８号
	


	福島県補助金等の交付等に関する規則
	昭和４５年１０月２７日
福島県規則第１０７号
	


	福島県鳥獣被害防止総合対策交付金交付要綱

	平成２２年４月１日２２農支第２６０号福島県農林水産部長通知
	



	鳥獣被害防止総合対策交付金実施要綱

	平成２０年３月３１日１９生産第９４２３号農林水産事務次官依命通知
	



	鳥獣被害防止総合対策交付金交付要綱

	平成２０年３月３１日１９生産第９４２２号農林水産事務次官依命通知
	



	鳥獣被害防止総合対策交付金実施要領


	平成２０年３月３１日１９生産第９４２４号農林水産省生産局長通知
	



	鳥獣被害防止総合対策交付対象事業事務及び交付対象事業費の取扱いについて
	平成２０年３月３１日１９生産第９４２５号農林水産省生産局長通知
	



	補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律
	昭和３０年８月２７日法律第１７９号
	


	補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令
	昭和３０年９月２６日政令第２５５号
	


	福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領

	平成２２年４月１日１９農支第２６０号福島県農林水産部長通知
	





（以上）

　注）交付事業者名は、次の要領で記載する。なお、交付事業者名には、敬称は付けない。
　　ア　法人（地方公共団体を除く）にあっては、その所在地及び名称
　　イ　地方公共団体にあっては、その名称
　　ウ　法人格を有しない団体にあっては、その所在地及び名称並びに代表者又は責任者の住所及び氏名

第７号様式（第６関係）
（番　　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長


○○　　年度イノシシ等有害捕獲促進事業（うちイノシシ等被害防止
施設等整備の鳥獣被害防止施設）の交付決定前着手届
○○　　年度に交付対象計画として決定された事業実施計画に基づく下記事項について、別記条件を了承の上、交付金交付決定前に着手することとしましたので、お届けします。
記
１ 事業内容及び事業量
２ 事業費及び補助金額
３ 着手予定年月日
４ 事業完了予定年月日
５ 交付決定前着手を必要とする理由

別記条件
１　交付金交付決定を受けるまでの期間内に、天災地変等の事由によって実施した施策に損失を生じた場合、これらの損失は、事業実施主体が負担するものとする。
２　交付金交付決定を受けた交付金額が交付申請額又は交付申請予定額に達しない場合においても、異議がないこと。
３　当該施策については、着手から交付金交付決定を受ける期間内においては、計画変更は行わないこと。
４　協議会の構成員が申請する場合は、参画協議会名も記載すること。















第８号様式（第７関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金入札結果報告・着工届
　福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第７の１の規定に基づき、下記のとおり入札結果を報告し、着工を届け出ます。
記
	　対象機械・施設等名
　又は工事等の契約名
	


	　施行方法
	直営施行・請負施行・委託施行・代行施行

	　施工業者選定方法

	一般競争入札・指名競争入札・
代行施行における競争見積・随意契約

	　入札執行年月日
	　　　　年　　月　　日

	　入札立会者の
　所属・役職・氏名
	


	　入札予定価格（税抜）
	
	円

	　入札参加業者名及び
　入札価格（税抜）



	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	　入札執行回数

	回


	　落札業者名(契約業者名)
	

	　契約価格（税込）
	円

	　契約年月日
	　　　　年　　月　　日

	　着工住所
	

	　着工年月日
	　　　　年　　月　　日

	　完了予定年月日
	　　　　年　　月　　日

	　工事監理者
	

	　入札結果等の公表方法
	

	　備考
	　　　　年　　月　　日付け○○第○○○号交付決定通知


　　注）１「施行方法」欄及び「入札方法」欄は、該当するものを○で囲む。
　　　　２「入札予定価格」欄は、未公表の場合は未公表と記入する。ただし、不落札随意契約の場合は、必ず記入する。
　　　　３「入札参加業者名及び入札価格」欄は、入札に参加した業者名を全て記入し、入札最終回に投じられた価格を記入する(途中棄権した業者がある場合は、当該業者の価格は空欄とする)。
　　　　４　不落札随意契約の場合は、「入札執行回数」欄は入札執行回数及び不落札随意契約である旨を、また、「落札業者名」は契約業者名を記入する。
　　　　５「施工業者選定方法」が随意契約の場合は、「入札執行年月日」欄から「入札執行回数」欄までは記入不要とし、「落札業者名」欄に契約業者名を記入する。
　　　　６「入札結果等の公表方法」欄は、入札結果の公表時期、公表方法等を記入する。
　　　　７　交付決定前に着工した場合、「備考」欄は交付決定前着工届の文書番号等を記入する。
　　　　８　本報告・届出に際しては、工程表を添付すること。
　　　　９　事業が複数の契約からなる場合は、契約毎に上表を整理すること。

第９号様式（第８関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）
                                                                                                                             
直接交付事業者の長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の実施計画変更届
　○○年度○○事業の実施計画を変更したいので、下記のとおり届け出ます。
記
１　事業名
２　交付金交付決定年月日
３　変更の理由
４　変更の内容
５　添付資料





　　注）直接交付事業者の場合には福島県知事あてに提出し、それ以外の事業実施主体の場合には福島県農林事務所長に提出する。


第１０号様式（第９関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の竣工届
　○○年○○月○○日付け○○第○○○号で交付決定のあったこの事業について、下記のとおり工事が完了しましたので届け出ます。
記

	　事業種類
	

	　事業内容
	

	　（施設名・処理量等）
	

	　事業費（円）
	

	　着工住所
	

	　着工年月日
	　　　　年　　月　　日

	　完了年月日
	　　　　年　　月　　日

	　関係法令検査年月日
	

	



	　○○法
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　竣工検査年月日
　（又は予定日）
	


	　引き渡し年月日
　（又は予定日）
	


	　請負等業者
　工事監理者
	



　　注）請負人等からの完了届の写しを添付すること。

第１１号様式（第１１関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の事業実施状況報告書
　福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第１１の１の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
１　事業実施主体名

２　事業実施状況　　別紙のとおり



　　注）別紙様式の他に鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（平成１９年法律第１３４号）第４条第１０項の規定に基づく、被害防止計画の実施状況報告（事業実施年度）の写しを添付するものとする。

第１１号様式別紙（第１１関係）




	
事業実施年度
	
○○　　年度

	

被害防止計画


	
作成年度
	
○○　　年度

	
	
目標年度

	
○○　　年度




福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事業実施状況報告












事業実施主体名：



市町村名：



事業実施地区：

Ⅰ　事業実施の方針

１　事業実施地区における鳥獣被害の現状と課題
	








　　注）事業実施地区における生産、経営、鳥獣被害に係る現状と課題について、数値等も交えて、具体的に記述すること。

２　課題を解決するための対応方針
	








　　注）１の課題に対応させて記述すること

３　事業の目的及び目標
	








　　注）事業実施の目的及び２の方針に従って、具体的目標等を記述すること。

４　事業の実施状況の概要
	







　　注）①推進体制の整備、②有害捕獲、③被害防除、④生息管理を組み合わせることの背景、ねらい及び効果等についても記述すること。

５　事業の実施状況を踏まえた今後の方向
	





　　注）事業の実施状況を踏まえ、効率的、効果的な被害防止を実践するために解決すべき課題や必要な取り組み等について具体的に記述すること。

６　事業実施体制
（１）協議会の概要
	
協議会の名称及び
設立年月日
	
構成機関・団体等
の名称
	
役割分担内容

	
備考


	




	




	




	






　　注）協議会の規約、役員名簿、組織図等事業実施の体制が分かる資料を添付すること。

（２）専門家等の連携
	
専門家等の氏名
	
所属・専門分野
	
実施内容
	
備考

	




	




	




	








Ⅱ　地域の状況

１　計画の作成状況
（１）被害防止計画の作成状況
	
鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（平成19年法律第134号）第４条の規定に基づく被害防止計画の作成
	




	
上記以外の被害防止計画の作成

	




　　注）被害防止計画の作成状況について、該当する区分に○印を記入すること。

（２）被害防止計画の概要
	







　　注）鳥獣被害防止計画における対象地域での取組事項、内容等の要点を記入すること。


（３）被害防止計画の目標と実績
	

対象鳥獣





	
被害金額の目標達成状況
	
被害面積の目標達成状況

	
	
現状値
(○年度)
（万円）
(A)

	
実績
(○年度)
（万円）
(B)

	
軽減率

（％）
((A-B)/A)
	
目標値
(○年度)
（万円）


	
現状値
(○年度)
（ha）
(C)

	
実績
(○年度)
（ha）
(D)

	
軽減率

（％）
((C-D)/C)
	
目標値
(○年度)
（ha）



	

	

	

	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）現状値及び目標値の○年度は、被害防止計画の年度を記入すること。
　　　　実績値の○年度は、事業実施年度を記入すること。

（４）捕獲実績
	
鳥獣被害防止総合支援事業での捕獲実績

	
対象鳥獣
	
捕獲頭数

	


	




    注）捕獲実績は、事業計画の内容（有害捕獲、サル複合対策、他地域人材活用、誘導捕獲柵わな、ICT等新技術実証、鳥獣被害防止施設等）ごとに記載する。











（５）他の施策との関連状況
	
６次産業化の推進に関する施策
	


	
経営所得安定対策に関する施策
	


	
中山間地農業ルネッサンス事業に関する施策
	


	
荒廃農地等利活用促進に関する施策
	


	
多面的機能支払交付金に関する施策
	


	
中山間地域等直接支払交付金に関する施策
	


	
中山間地域所得確保対策事業に関する施策
	


	
森林整備事業に関する施策
	


	
内水面漁場・資源管理総合対策事業に関する施策
	


	
有害生物漁業被害防止総合対策事業に関する施策
	


	
国土強靭化地域計画に基づく国土強靭化に関する施策
	



　　注）事業実施地区において鳥獣被害防止総合支援事業の実施に当たって、上記に掲げる施策との関連及び活用がある場合は、○印を記入すること。   


（６）近隣市町村等との連携
	









Ⅲ　事業の内容及び計画(又は実績)の詳細

１　事業の内容及び取組区分
	
事業の内容
	
取組区分

	


	




  注）１　事業計画(又は実績）の内容については、推進事業と整備事業が一体の場合に　　　　　は１、推進事業の場合には２、整備事業の場合には３を記入する。
　　　２　取組区分欄には、新規事業実施主体の取組は「１」、実施隊の取組は「２」を記入する。上記に該当しない場合は、記入不要。


２　実施隊の設置状況
	
設置（予定）年月日
	
捕獲有資格者の有無
	
 捕獲有資格者の人数

	


	


	




　注）捕獲有資格者の有無欄は、捕獲有資格者がいる場合は「○」、いない場合は「×」　　を記入する。上記に該当しない場合は、記入不要。


３　推進事業の内容
（１）鳥獣被害防止総合支援事業
　　ア　被害防止活動推進
　　（ア）推進体制の整備に関する実施状況
	
開催年月日
	
会議名
	
内容
	
事業費
	
交付金
	
自己資金
	
備考

	（定額）


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	




　　注）協議会等の活動について記入すること。


　　（イ）有害捕獲に関する実施状況  
　　　　ａ　狩猟免許の取得
	
所属機関
の名称
	
免許の
種類
	
取得
人数
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	


	円

	円

	円


	



	(1/2以内)

	


	


	


	


	


	


	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	


	




                     　
　　　　ｂ　有害捕獲に関する事項
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）


	


	


	


	
円

	
円

	
円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	






　　（ウ）被害防除に関する実施状況
ａ　現場技術指導者の育成
	
所属機関の
名称
	
育成人数

	
実施
時期
	
内　容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




　
　　　　ｂ　被害防除に関する事項
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）


	

	


	

	円
	円
	円
	


	（1/2以内）


	

	

	

	

	

	

	

	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
計

	


	


	


	


	


	


	





　　（エ）　生息環境管理に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	（1/2以内）

	


	


	


	


	


	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	





　　（オ）　サル複合対策に関する実施状況
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	円

	円

	円

	



	
   計

	


	


	


	


	


	




  　 注）当該交付金を活用しない取組がある場合は、その取組を備考欄に記入すること。


　　（カ）　他地域人材活用に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	



	
計

	


	


	


	


	


	


	






　　（キ）　ICT等新技術の活用に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	（定額）

	


	


	


	円

	円

	円

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




　　

　　イ　実施隊特定活動
　　（ア）　大規模緩衝帯整備に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	



	

	

	整備内容・規模（ha）、伐採率等

	円
	円
	円
	


	
計

	


	


	


	


	


	


	




     

　　（イ）　誘導捕獲柵わなの導入に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	

	

	

	

	円


	円

	円

	


	
計

	


	


	


	


	


	


	







　　ウ　ＩＣＴ等新技術の実証に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考


	

	


	


	


	円


	円


	円


	


	
計

	


	


	


	


	


	


	







　　エ　農業者団体等民間団体被害防止活動に関する実施状況 
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	（有害捕獲）
	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	（被害防除）
	


	

	

	

	

	

	

	

	（生息環境管理）
	


	

	

	

	

	

	

	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	




オ　鳥獣被害対策実施隊機能強化に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


注）ＯＪＴ研修指導者、研修対象者、研修の詳細がわかる計画（実績）等を添付し、鳥獣被害防止対策実施隊の活動時間と重複していないことを確認すること。


カ　放射性物質影響地域のジビエ利活用推進に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	




キ　捕獲サポート体制の構築に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	





ク　重点捕獲対策強化に関する実施状況
	
対象
鳥獣
	
対象
地域
	
実施
時期
	
内容

	
事業費

	
交付金

	
自己資金

	
備考

	 
 
 
 
 
 
 
 

	


	


	


	


	円

	円

	円

	


	

	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


注）国実施要領別記１第２の１（18）に基づき、イノシシ・ニホンジカの平均捕獲頭数及び捕獲実績を添付する。



（２）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業の内容
緊急捕獲活動の取組内容
	

対象鳥獣


	

実施時期


	①有害捕獲


	
	
	捕獲頭数
     (頭)

	食肉利用等仕向けの有無
	上限単価(円/頭)

	補助金額(円)

	捕獲個体を搬入確認する食肉利用等施設の名称及び所在地

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計

	

	

	

	

	

	


	

	


対象鳥獣


	①有害捕獲

	
	捕獲頭数の増加に応じた加算

	
	（ア）捕獲係数1.0超～1.5以下
	（イ）捕獲係数1.5超

	
	捕獲頭数
（頭）
	加算措置
（円/頭）
	補助金額
（円）
	捕獲頭数
（頭）
	加算措置
（円/頭）
	補助金額
（円）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	





	


対象鳥獣


	②捕獲個体処理


	
	
埋設


	
埋設を行う
施設及び所
在地
	
焼却


	
焼却を行う
施設及び所
在地
	
補助金額
（円）


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	





	
対象鳥獣

	③事務費（現地確認）
	合計（①+②+③）
	
単価調整等の方法

	
捕獲計画の設定根拠

	
	実施内容
  の概要
	補助金額
    (円)
	補助金額
           (円)
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	




	１頭あたりの補助金額
	補助金額合計

	県による補助金（④）

	市町村による報奨金
（⑤）

	合計報奨金額
（⑥）

	都道府県による補助金（合計）
⑦（＝捕獲頭数×④）
	市町村による報奨金（合計）
⑧（＝捕獲頭
数×⑤）
	報奨金額総計
⑨（＝⑦＋⑧）



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	



注）１　食肉利用等仕向けの有無の欄は、食肉処理等のために施設において搬入確
認を行う場合は○を、原子力災害対策特別措置法に基づく野生鳥獣肉の摂取制限
又は出荷制限が指示されている地域におけるシカ、イノシシ（幼獣を除く）及び
福島県におけるシカ（幼獣を除く）においては△を、それ以外は×を記載するこ
と。
　　２　捕獲頭数の増加に応じた加算の欄は、国実施要領別記３第３の２に基づき算出した頭数、金額を記載すること。
　　３　単価調整等の方法の欄は、効率的に捕獲を実施するための単価の設定及び調整等の方法について、協議会又は市町村（協議会の構成員に限る。）ごとに記載すること。
４　捕獲計画の設定根拠の欄については、イノシシ、ニホンジカ、サルの成獣の場合のみ記載することとし、鳥獣の生息状況、農作物の被害状況、実施隊の設置状況、交付金等を活用した鳥獣被害対策実施隊の体制強化や捕獲技術の高度化に向けた取り組み状況、近年の捕獲状況、捕獲の効率化の取組状況、柵の設置状況や捕獲に資する柵としての活用状況等を勘案した上で、鳥獣ごとに記載すること。


４　整備事業の内容
（１）施設整備地域の地域指定状況
	

市町村名

	

整備地域

	
中山間地に該当するか否か
	
地域指定状況
	

備考


	
	
	
	
山村
	
過疎
	
特農
	
半島
	
離島
	

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）１　中山間地に該当するか否かの欄は、５法指定地域のほか豪雪地帯対策特別措置法第２条第２項に基づき指定された特別豪雪地帯、旧急傾斜地帯農業振興臨時特別措置法第３条に基づき指定された地域又は受益地内の傾斜が平均15度以上の地域、「農林統計に用いる地域区分の制定について」（平成13年11月30日付け19統計第956号）において中間農業地域又は山間農業地域に分類されている地域のいずれかの地域に該当する場合は、○印を記入すること。
２　施設を整備する対象地域における地域の指定状況について、該当する区分欄に○印を記入すること。

（２）侵入防止柵等整備の計画及び実施状況
	
区分


	
対象
鳥獣

	
整備済
面積及び事業量
(A)
	
要整備
面積及び事業量
(B)
	
整備実施
面積及び事業量
(C)
	
整備
実施率
(A+C)/（A+B)
	
備考



	
侵入防止柵


	



	
ha

m(総延長)
	
ha

m(総延長)
	
ha

m(総延長)
	
％


	





　　注）整備計画面積欄には、要整備面積のうち当該年度において施設を整備した面積を記入すること。

（３）鳥獣被害防止施設の整備状況
	
対象
鳥獣



	
整備地域（地区名）


	
施設（柵）
の種類


	
整備延長



	
受益戸数及び面積


	
事業費




	
交付金




	
自己資金



	
交付率




	電気柵を設置した場合の安全確認の有無

	



	



	



	ｍ



	戸、ha
 
	円



	円



	円



	％



	




	
計

	


	


	


	


	


	


	


	



	



	一体的に整備した捕獲機材の内容
	種類、個数、その機材で捕獲した頭数等


	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与しているか）
	




　注）１　侵入防止柵等の被害防止施設の設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、施工図、実施設計書、自力施工の場合は実施体制図、維持管理計画（管理・利用規程）等を添付すること。
　　　２「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を整備地域（地区）ごとに添付すること。
３　ＩＣＴを活用した箱わな等の捕獲機材又はその他の被害を及ぼす鳥獣の効率的な捕獲に資する捕獲機材について、一体的に整備した捕獲機材の内容の欄に記載すること。
４　国実施要領に基づき、電気柵を設置する場合の安全性を確認すること。
５　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与しているか具体的に必ず記載すること。

（４）鳥獣防止施設の再編整備実施状況

	造成年度

	施設の構造等
	財産台帳の整備状況
	対象
鳥獣

	受益戸数及び面積
	実施内容
	事業費

	交付金

	自己資金
	交付率


	
	
	
	
	戸、ha


	
	円
	円
	円
	％

	一体的に整備した捕獲機材の内容
	種類、個数、その機材で捕獲した頭数等


	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与しているか）
	




	新規整備の経済性の評価
	再編整備の経済性の評価

	


	





注）１　侵入防止柵等の被害防止施設の設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、
　　　　施工図、実施設計書、自力施工の場合は実施体制図、維持管理計画（管理・利用
　　　　規程）等を添付すること。
　　　２　受益戸数は既存施設造政時の受益戸数を基本とする。
３　受益面積が再編整備により変更となる場合には、その面積を記載するものとし、基本的に費用対効果分析に使用する受益面積とする。
４　ＩＣＴを活用した箱わな等の捕獲機材又はその他の被害を及ぼす鳥獣の効率的な捕獲に資する捕獲機材について、一体的に整備した内容の欄に記載すること。
５　国実施要領に基づき、電気柵を設置する場合の安全性を確認すること。
６　国実施要領第２　1（14）に基づき、各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（５）処理加工施設（食肉利用等施設・焼却施設）の整備状況
	
対象
鳥獣


	
整備
地域


	
受益戸数・
処理量及び
施設規模

	
実施内容


	
事業費



	
交付金



	
自己
資金


	
交付率



	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	
備考




	


	


	戸、頭、㎡

	


	円

	円

	円

	％

	


	



	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　注）１　施設の設置場所、対象範囲が分かるような地図及び規模決定根拠となる資料等を添付すること。
　　　２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（６）　捕獲技術高度化施設の整備状況                               
	








 　


	
対象
鳥獣



	
整備
地域



	
受益戸数・
使用回数・
使用人数・
施設規模

	
施設所有者・施設管理者

	
実施内容



	
事業費



	
交付金



	
自己
資金



	
交付率



	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）

	
備考
 
 
 


	
	



	



	戸、回/年、
のべ人/年、
㎡

	



	



	 円

	　円

	 円

	　％

	



	
 
 
 

	
	
 計

	


	


	


	


	


	


	


	


	


	
 



注）１　設置場所、施設の平面図（機材等）、設備の概要及び規模決定根拠となる資料
等を添付すること。
 　 ２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（７）地域提案施設の整備状況
	
対象
鳥獣



	
整備
地域



	
受益戸数・面積及び
規模等


	
実施内容



	
事業費



	
交付金



	
自己
資金



	
交付率




	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与するか）
	
備考





	



	



	戸、ha、頭
ｍ、㎡等

	



	円


	円


	円


	％


	



	




	
計

	


	


	


	


	


	


	


	


	




　注）１　施設の設置場所が分かる地図等を添付すること。
　　　２　「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を添付すること。
３　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与するか具体的に必ず記載すること。


（８）鳥獣被害防止施設等設置後の被害状況等について
	
整備
地域

	
竣工年 月日 

	
侵入防止柵の種類・設置距     離
	
事業費
（円）

	
 交付金
（円）

	
被害金額
（円）

	
被害面積
（m2）

	
 被害量
（kg）


	

	

	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


	


	


	






	
被害が生じた場合の要因と事業実施主体等が講じた対応策 
	
設置にかかる指導内容


	
維持管理方法



	
維持管理状況



	
   その他   



	





    



   


	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


注）１　被害金額、面積及び被害量についてⅡ１（３）被害防止計画の目標と実績と単　　　　位が異なるため留意すること。
　　２　設置にかかる指導内容には被害防止施設設置時に行った指導内容について記載すること。
　　３　維持管理方法には管理を行う者及び点検等の頻度について記載すること。
　　４　維持管理状況には点検等を実施した結果、施設の状況及び補修履歴等について記載すること。


５　イノシシ等有害捕獲促進事業の内容
（１）イノシシ等有害捕獲の実施状況

	
対象鳥獣

	
実施時期

	①有害捕獲

	
	
	捕獲頭数
   　   (頭)
	上限単価
(円/頭)
	補助金額
(円)

	
イノシシ（成獣）
	

	

	

	


	
イノシシ（幼獣）
	

	

	

	


	
ニホンジカ（成獣）
	

	

	

	


	
ニホンジカ（幼獣）
	

	

	

	


	
計

	


	


	


	






（２）新技術を活用したイノシシ等有害捕獲捕獲の実施状況
	対象鳥獣
	実施地域
	実施時期
	内容
	事業費
(円)
	補助金額
(円)
	自己資金
(円)

	


	
	
	





	
	
	


　注）内容は、活用した新技術、実施規模（面積等）、実施した内容について記載する。


（３）イノシシ等被害防止施設等整備の実施状況
ア　鳥獣被害防止施設
	
整備地域
（地区名）




	
施設（柵）
の種類




	
整備延長





	
受益戸数及び面積




	
事業費
	
補助金額





	
自己資金
	
電気柵を設置する場合の安全確認の有無
（実績のみ）


	

	

	ｍ

	戸、ha

	円

	円

	円


	


	
計

	
	
	
	
	
	
	

	概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与しているか）
	




　注）１　侵入防止柵等の被害防止施設の設置場所が分かる設置箇所図、受益者リスト、施工図、実施設計書、実施体制図、維持管理計画（管理・利用規程）等を添付すること。
　　　２「鳥獣被害防止総合対策事業における費用対効果分析の実施について」（平成20年3月31日付け19生産9426号農林水産省生産局長通知）により算出した、費用対効果分析（投資効率）に係る資料を整備地域（地区）ごとに添付すること。
３　国実施要領に準じて、電気柵を設置する場合の安全性を確認すること。
４　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与しているか具体的に必ず記載すること。

イ　生息環境管理
	
対象
地域

	
実施
時期

	
内容


	
補助金額


	
概要（当該施設が有害捕獲効率の向上にどのように寄与しているか）

	


	


	


	
円

	



	
計

	


	


	


	




　注）１　各地域の有害捕獲活動を進める際にその捕獲効率を高めるため、本施設整備がどのように寄与しているか具体的に記載すること。


第１２号様式（第１２関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（番　　　号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福島県知事
　（福島県○○農林事務所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体の長

○○年度福島県鳥獣被害防止総合対策交付金の事業評価報告書
　福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事務取扱要領第１２の１の規定に基づき、下記のとおり報告します。
記
１　事業実施主体名

２　事業実施状況　　別紙のとおり  




　　注）別紙様式の他に鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（平成１９年法律第１３４号）第４条第１０項の規定に基づく、被害防止計画の実施状況報告（目標年度）の写しを添付するものとする。
        　

第１２号様式別紙（第１２関係）


	

事業実施年度

	
○○　　年度
○○　　年度
○○　　年度

	

被害防止計画


	
作成年度
	
○○　　年度

	
	
目標年度

	
○○　　年度







福島県鳥獣被害防止総合対策交付金事業評価報告












事業実施主体名：



市町村名：



事業実施地区：

Ⅰ　事業実施による効果

１　地域の体制整備状況
	






２　被害防止の効果
	






３　対象鳥獣の捕獲状況
	






４　担い手等人材の育成状況
	






５　耕作放棄地の発生防止及び解消状況
	






６　近隣市町村との連携
	






７　その他
	







Ⅱ　被害防止計画の目標達成状況

１　事業の実施内容
	
対象
地域

	
実施
年度

	
対象
鳥獣

	
事業内容


	
　事業量
（回、ha、m、
円、等）
	
管理主体


	
供用
開始

	
利用率
稼動率

	
事業効果



	


	


	


	


	


	


	


	


	



	


	


	


	


	


	


	


	


	



	


	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）事業内容は下記の（１）ア(ア)A ～（３）イ（イ）から、該当する記号を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
　　　　（１）推進事業の内容
　　　　　　　ア 鳥獣被害防止総合支援事業
　　　　　　  　（ア）被害防止活動推進
　　　　　　　　　　　A 推進体制
　　　　　　          B 有害捕獲（狩猟免許の取得、有害捕獲の実施）
　　　　　　          C 被害防除（現場技術指導者の育成、被害防除の実施）
　　　　　　          D 生息環境管理
　　　　　　          E サル複合対策
　　　　　　          F 他地域人材活用
　　　　　　          G ICT等新技術の活用
　　　　　　　　（イ）実施隊特定活動
　　　　　　          A 大規模緩衝帯整備
　　　　　　          B 誘導捕獲柵わな整備
　     （ウ）ICT等新技術実証
　           A ICT等新技術実証
　　　 （エ）農業者団体等民間団体被害防止活動
　           A 農業者団体等民間団体被害防止活動
　　　 （オ）鳥獣被害対策実施隊機能強化
A 鳥獣被害対策実施隊機能強化
　　　　　　　　（カ）放射性物質影響地域のジビエ利活用推進
　　　　　　　　　　　A 放射性物質影響地域のジビエ利活用推進
　　　　　　　　（キ）捕獲サポート体制の構築
　　　　　　　　　　　A捕獲サポート体制の構築
　　　　　　　　（ク）重点捕獲対策強化
　　　　　　　　　　　A 重点捕獲対策強化
イ 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業
　     （ア）緊急捕獲活動
　　　　（２）整備事業の内容
　　　　　　　ア 鳥獣害防止施設の整備
　　　　　　　イ 処理加工施設の整備
ウ 捕獲技術高度化施設
　　　　　　　エ 地域提案施設の整備状況
　　　　（３）イノシシ等有害捕獲促進事業の内容
ア　イノシシ等有害捕獲
（ア）イノシシ等有害捕獲
イ 新技術を活用したイノシシ等有害捕獲
（ア）新技術を活用したイノシシ等有害捕獲
ウ イノシシ等被害防止施設等整備
（ア）鳥獣被害防止施設
（イ）生息環境管理


２　被害防止計画の目標と実績    

	

対象鳥獣





	
被害金額の目標達成状況
	
被害面積の目標達成状況

	
	
現状値
(○年度)
（万円）
(A)

	
目標値
(○年度)（万円）
(B)

	
実績値
(○年度)
（万円）
(C)

	
達成率

（％）
((A-C)/(A-B))
	
現状値
(○年度)
（ha）
(D)

	
目標値
(○年度)
（ha）
(E)

	
実績値
(○年度)
（ha）
(F)

	
達成率

（％）
((D-F)/(D-E))

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


	


	


	


	




　　注）現状値及び目標値の○年度は、被害防止計画の年度を記入すること。
　　　　実績値の○年度は、被害防止計画の目標年度を記入すること。

３　事業実施主体の評価
	








４　学識経験者等第三者の意見
	







　　注）　国実施要綱別記１の第６の１の（１）に基づき、事業実施主体は、学識経験
者等第三者の意見を聴いた上で、記入すること。





５　鳥獣被害防止施設等設置後の被害状況等について
	
整備
地域

	
竣工年 月日 

	
侵入防止柵の種類・設置距     離     
	
事業費
（円）

	
 交付金
（円）

	
被害金額
（円）

	
被害面積
（m2）

	
 被害量
（kg）


	

	

	

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


	


	


	





	
被害が生じた場合の要因と事業実施主体等が講じた対応策
	
設置にかかる指導内容

	
維持管理方法
	
維持管理状況

	
その他

	






    



   


	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	


	


	


	


	


注）１　被害金額、面積及び被害量についてⅡ１（３）被害防止計画の目標と実績と単　　　　
位が異なるため留意すること。
　　２　設置にかかる指導内容には被害防止施設設置時に行った指導内容について　　　　　　
記載すること。
　　３　維持管理方法には管理を行う者及び点検等の頻度について記載すること。
　　４　維持管理状況には点検等を実施した結果、施設の状況及び補修履歴等について記載すること。


















